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最近の研究から

気象庁の新しい全球予報モデル

木田秀次・佐藤信夫＊

　気象庁で数値予報が始まって30年になるが，全球予報

モデルの登場は，2年前の1988年3月のことである．そ

れ以前は北半球領域だけの半球モデルであった．半球か

ら全球への拡張と同時に，諸物理過程の精密化も大幅に

進められ，これらによって，先進諸国の数値予報と肩を

並べる成績を挙げるに至った．さらに昨年の1989年11月

には，予報精度の一層の向上を目指して全球予報モデル

の大幅な改訂がなされた．この改訂の主な点は，次の3

つである．

　（1）　モデルの分解能を上げたこと，すなわち，それ

までのスペクトル切断波数を63から106に，鉛直のレベ

ルの数を16から21に増やした．この分解能は，世界最大

級の予報モデルであるECMWFのモデルと比べて，ほ

ぼ同じである．ただし，先進諸国の予報センターでは夫

々の予報モデルの分解能を近い将来に大幅に向上させる

可能性があるので，今後は，精度の高い気象情報を得る

ために分解能に関して追いつ追われつの競走の時代にな

ると予想できる．

　（2）　鉛直座標系をシグマ系から気圧・シグマ混合系

＊気象庁予報部数値予報課．

に変更し，成層圏の表現精度を改良した．これにより，

成層圏を含めてデータ・アシミュレイション（予報解析

サイクル）が行えるようになり，以前よりも精度の高い

成層圏の予報と実況（初期値）の把握とができるように

なった．

　（3）地表面の熱・水文過程に関して植生モデルを新

しく導入した．気象庁の新モデルが世界的にユニークな

ところの一つがここにある．これによって，地表面や地

表付近の温度や水分の予報を精度よく扱うための基礎が

作られたといえる．例えぽ，積雪量や融雪の予報に効果

を上げることが期待できる．

　その他，この新全球予報モデルは，予報業務として使

用可能とするために計算時間短縮に工夫が払われている

ので，恐らく世界で最も効率的なモデルであろう．

　さて，新全球予報モデルは，予報の精度を全般的に向

上させたが，特に「第2世代の低気圧の発生」や「台

風」を以前にも増してしばしば見事に予報している．こ

の点では，世界最高という名誉ある地位のECMWFの

予報に勝るとも劣らない．なお，この新全球予報モデル

の詳しい内容については，本誌の「解説」で紹介する準

備を進めている．
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